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研究成果の概要（和文）：自閉症患者は，他人との対話を怖がったり，視線を避けようとしたりする傾向が知られてい
る．本研究では，異なった人らしさを持つ複数の人型ロボットを用いて，自閉症患者の支援法を確立することを目標と
する．自閉症児が心地よくコミュニケーションできるロボットがどのようなタイプであるか，およびロボットとのアイ
コンタクトや視線誘導が成立するかどうかを実験的に確かめた．その結果，ASD児にとってアンドロイドは人よりもア
イコンタクトを取りやすいことが示唆された．

研究成果の概要（英文）：ASD patients are known to have difficulties in interacting with other people, and 
to avoid eye-contact. In this research, we aim to develop a therapeutic method to assist ASD patients, 
especially ASD children. Firstly, an experiment to investigate what types of robots are liked by ASD 
children was conducted. Then it was confirmed whether eye-contact can be made between robots and ASD 
children. As experimental results, it was implied that android robot is easy for ASD children to make 
eye-contact with.

研究分野： ロボット工学
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１．研究開始当初の背景 
自閉症に代表される広範性発達障害（以下

では自閉症と呼ぶ）患者の割合は近年増加傾
向にあり，世界的な社会問題となっている．
現代社会においては，自閉症患者は対人的コ
ミュニケーションに質的障害を抱えながら
も，社会に適応，すなわち健常者同士が行う
ようなコミュニケーションを健常者を相手
に行っていかなければならないという問題
に直面している．一方で，英国 Hertfordshire
大学の Dautenhahn，宮城大の小嶋，産総研
の柴田らによるフィールド研究により，自閉
症患者の多くがロボットに対してはある程
度の向社会的態度を示すことが分かってき
ており，ロボットを用いた支援法の確立が期
待されている．近年，健常者同士をつなぐメ
ディアとして人型ロボットを用いる研究が
進んでおり，自閉症患者の治療を行う国立成
育医療研究センターに人型ロボットを持ち
込んだ結果，高い人間らしさを有するロボッ
トも自閉症患者の向社会的態度を誘発しう
ることが見いだされてきた．しかし，支援法
を確立するために基本となる，ロボットのど
のような特性が自閉症患者の向社会的態度
を導くのかの理解を積み上げていくための
枠組みは現状では確立されていないのが現
状である． 
 
２．研究の目的 
自閉症患者は，他人との対話を怖がったり，

避けようとしたりする傾向が知られている．
一方で，自閉症患者はロボットのような存在
に対してはある程度の向社会的態度を示す
ことが分かってきた．そこで本研究では，研
究代表者・分担者が開発してきた子ども型ロ
ボットや人の外観に酷似したアンドロイド，
すなわち異なる人間らしさを持つ複数の人
型ロボットを用いて，シームレスに人間らし
さを調節することのできるロボットの遠隔
操作システムを開発し，自閉症患者の支援法
を確立する．すなわち，自閉症患者が心地よ
くコミュニケーションできるロボットの「人
間らしさ」を探索し，そこから徐々にその人
間らしさを向上させていくことで，健常者と
のコミュニケーションにつなげていくこと
を目的とする． 
 
３．研究の方法 
 本研究では自閉症児に対して，人型ロボッ
トと会話をしてもらいその反応を調べる．用
いたロボットは以下の３つである． 
 ぬいぐるみ型 
 卓上型 
 アンドロイド型 
ぬいぐるみ型のベースとなっているのは，ピ
ップ（株）の「うなずきかぼちゃん」である．
このロボットのスピーカー部を改造し，遠隔
操作端末から任意の発話をできるようにし
た．卓上型としては，研究分担者の吉川が開
発しヴィストン（株）が販売している「シン

キー」および「コミュー」を用いた．アンド
ロイド型ロボットとしては，これまでに研究
代表者の松本らが開発してきたActroid-Fを
用いた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.(左から)ぬいぐるみ型かぼちゃん， 
卓上型 Synchy，アンドロイド型 Actroid-F 
 
４．研究成果 
（１）ロボットの見かけと自閉症児の反応 
まず，自閉症児が心地よくコミュニケーショ
ンできるロボットがどのような外観なのか
を調べるため，ロボットの種類による自閉症
児の反応の違いを調査した．どのロボットを
最も好むかについてのアンケート調査では，
図２に示すように児の年令によって大きな
偏りが見られる傾向が明らかになった．年齢
が高い児の方が卓上型を好み，年齢が低い児
はアンドロイド型を好み，かぼちゃんを好む
のはその中間であった．また，AQ スコア
（ Autism Spectrum Quotient Japanese 
version；自閉症スペクトラム指数）との関
係では，アンドロイド型，卓上型では差は見
られなかったが，ぬいぐるみ型では「好き」
と回答した児と「嫌い」と回答した児の間で
差が見られた．具体的には，かぼちゃんを好
きな児の AQ スコアは他と比較して低い傾向
が見られた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.年齢と最も好むロボットの関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3. 各ロボットを好き/嫌いと回答した児
の AQ スコアの平均（青：好き，赤：嫌い） 



以上より，自閉症児が一概にどのロボットを
好むということはなく，個人ごとに異なるこ
と，その傾向は年齢や AQ スコアによって分
けることができる可能性があることが示唆
された． 
次に，ロボットと対話した際の振る舞いの

分析を行った．ロボットの視線に追従するか
については，図 4,5 のようにアンドロイドの
方が追従の成功率が高かった．また，卓上型
での 2回目の視線誘導（指差しジェスチャ有
り）では，図 6に示すように成功率が向上し
た．さらにそのときの反応時間を分析したと
ころ，AQ スコア，およびサブスケールである 
“社会的スキル”および “細部への注意”
との相関が高かった．  
 
 
 
 
 
 
 

図 4. アンドロイドの視線への追従 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.卓上型の視線への追従 
 
 
 
 
 
 
図 6. 卓上型の視線（2度目＋指差し有り） 
 
（２）アンドロイドと自閉症児のアイコンタ
クト 
アンドロイドと自閉症児が対話を行ってい
る時の視線のアイコンタクトの成立度合い
について調べた．図 7に示すように，人と対
話する場面と，アンドロイドと対話する場面
を交互に，計 5回行った．1回の対話は 2～3
分で，人・アンドロイドの対話スクリプトは，
被験者の様々な反応を想定して，どのような
場合にも，会話として成立するような返答と
なるようにデザインした．ASD 児 4名と TD 児
6名の合計 10 名に対して実験を行い，会話中
の視線を方向を計測した． 
 図 8 に計測結果を示す．ASD 児も TD 児も，
人よりアンドロイドとの対話の場合に顔を
見る時間が長い傾向があり，ASD 児と TD児の
間には差は見られなかった．さらに顔のうち
のどこを見たかを分析した．具体的には図 9
に示すように顔領域を上下に分割し，目領域
と口領域に分けた．その結果，ASD 児はアン
ドロイドの場合には目領域を比較的長い時

間見ているのに対して，人の目を見ている時
間は短いことが明らかになった．このような
差は TD 児においては見られなかった． 
 以上の実験結果は，TD 児にとってはアンド
ロイドは人とそれほど異なる対話相手では
なくどちらも目を見て話せるが，ASD 児にと
ってはアンドロイドは人よりも目を見て話
をしやすい，つまりアイコンタクトを取りや
すいことを示唆している．これが理由で，
（１）にて ASD 児はアンドロイドの視線方向
をより正確に認識し，視線誘導に追従しやす
かった可能性が考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7.実験環境（上：人との対話，下：アンド
ロイドとの対話） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8.自閉症児と定型発達児が，対話相手（人

とアンドロイド）の顔を見る時間の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9.顔領域の中で，目領域を見る時間の比較 



 なお，このようにアンドロイドの視線誘導
には反応し易いという傾向が，実験を繰り返
し行うことによって汎化されるかについて
も実験を試みてみた．しかし，2 日連続して
行った実験（図 10）においては初日と２日目
でほぼ同じ傾向が見られており，汎化を示す
データは得られていない． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10. 2 日連続の視線誘導の結果 
 
 また，本研究では被験者の数が十分とはい
えないので，今後は被験者数を増やしながら，
中長期の実験を行い，ロボットを用いること
による対話（特にアイコンタクト等の視線の
振る舞い）に対する影響をより詳細に調べて
いく予定である． 
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